
 

 

資料５ 

 

滋賀県文化審議会第 16 回会議の概要 

 

１ 日 時  平成 28 年 8 月 5 日（金）13:00～15:00 

２ 議 題  （１）会長および会長代理の選任について 

（２）滋賀県文化振興基本方針（第２次）について 

（３）文化行政の概要について（文化振興課所管） 

（４）（仮称）滋賀文化プログラム（案）について 

（５）新生美術館基本設計について 

 

◆主な意見等 

(1) 会長および会長代理の選任について  

・互選により中川委員が会長に就任。中川会長からの指名により辻委員が会長代理に就任。 

 

(2) 滋賀県文化振興基本方針（第２次）について  

・基本方針に沿って予算化し、まんべんなく重点施策として事業展開してほしい。 

・ホールの子事業は、ぜひ県内全ての小学校に参加してほしい。 

 

(3) 文化行政の概要について（文化振興課所管）  

・基本方針の重点施策の、どの部分に関連した事業予算なのか分かるようにするべき。 

・アール・ブリュットについて、国内や欧米に向けた発信も大切だが、東アジアに目を向 

けることも大事だと思う。 

・東京オリンピック後につながっていくような予算措置をお願いしたい。 

・他府県の良いものもあるので、「滋賀の」という限定的な言葉に対して、あまりこだわ 

り過ぎないようバランスをとった方が良い。 

・学校の教員管理職の方にびわ湖ホールや、近代美術館に来てほしい。  

・どこに向けて、誰に向けて、情報を発信するかが大事だと思う。 

 

(4) （仮称）滋賀文化プログラム（案）について 

 ・プログラムの概念を経済（商工）団体等と慎重に検討した方が良いと思う。 

 

(5) 新生美術館基本設計について 

・新生美術館整備室と近代美術館との関わりを強化すべきである。 

・館の正式な名前を早く決定して、県民にプロセス等を示しながら周知した方が良い。 


